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キミもDXハンターになれる
周波数直読ラジオ・誌上受信大会

この 1年，BCL用のラジオは目ざましく進歩しました。これまで BCLのユメ
だった周波数直読メカをはじめ，BFOや感度調整回路など，通信型受信機なみ
の機能，性能をそなえたラジオが続々と登場してきたからです。
おかげで，だれでも簡単に海外放送が楽しめるようになりました。ダイヤル
を目的の放送局が使っている周波数に合わせるだけですむのです。手さぐりで
放送局をさがす必要はなくなりました。
ラジオの周波数読取り能力がアップしたということは，たいへん重要な意味
があります。ラジオの周波数安定度や選択度，感度も同時にアップしたからで
す。
せっかく直読のダイヤルをそなえていても，周囲の温度変化や振動の影響を
受けやすいものだと目盛と実際の受信周波数がズレてしまいます。
また，5kHzごとにならんでいる放送局が 2～3局もいっぺんに聞こえてしま
うようでは，いったいどの放送局の周波数をダイヤルが示しているのかわから
なくなってしまいます。
もちろん，弱い電波をガッチリとらえることができる能力＝感度も高くなく
ては，周波数読取り性能が，宝の持ちぐされになってしまいます。
ラジオ・メーカーでは，こうしたさまざまな条件を満足させるように設計を
行ない，しかも使いやすさ，買いやすさという点も検討した製品を発売してい
ます。
今月は，周波数の直読ができる BCL用のラジオと，通信型のコミュニケー
ション・レシーバ，合計 7機種にスポットをあててみました。
もうすでに，これらのセットを持っている，うらやましい人には，より上手
な使いかたを，これから入手したいという人には，機種選びの参考になるよう
なお話しを，それぞれまとめてあります。
また，BCLの受信テクニックについても，ふれていますので，ぜひ参考にし
てください。

周波数直読ラジオとは
まず，周波数というのはいったい何でしょう。100Vの交流が 50Hz（ヘルツ）
とか 60Hzを使っているのはよく知られています。周波数とは 1秒間に何回振動
をするかということです。
3,000kHz（キロヘルツ）というのは 3,000,000Hzをあらわしています。1,000Hz
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のことを 1kHzといいかえるからです。これは 1秒間に 3,000,000回の振動をす
る電波です。
3,900kHzから 28,000kHzをカバーするラジオは，この間のすべての電波をと
らえる能力があります。連続的にならんでいる周波数の目やすになるのがダイ
ヤルです。1,000kHz（1MHz=1メガヘルツ）ごとに目盛られていても，放送局
の周波数までくわしく知ることはできません。
少なくとも放送局のチャンネル，5kHzおきを，ダイヤルで読取ることのでき
るセットを周波数直読ラジオといいます。

BCL用ラジオ
BCL用ラジオの一番の特徴は，短波放送バンドをほとんどすべて聞ける設計
になっていることです。ふつうのラジオでは，短波はオマケ的で日本短波放送
が聞こえれば十分というものが中心でした。
一般のラジオ愛好家向けの製品としては，これでもよいのですが，世界中の
電波をねらうBCL向けとなると，そうはいきませんね。
BCL用ラジオには各放送バンドが聞けるという特徴以外にも，電信やアマチュ
ア無線の SSBの電波が聞けるようにBFOを付けたり，感度調節が付いたり，外
部アンテナ端子が備えつけられたり，いろいろな工夫がこらされています。
今月，ご紹介しているソニーの “ICF–5900” 東芝の “TRY–X2000”，松下の

“RF–2200”には，「周波数が読める」という最大の特徴があります。
それぞれ，方式はちがいますが，放送局のならんでいる間隔 “5kHz”をダイヤ
ルを利用して読むことができる性能を持っています。
ダイヤルの目もりを合わせさえすれば，目的の放送を聞ける “周波数直読メ
カ”は，これまで通信機の分野でしか使われていませんでした。
「周波数を読みたい。細かい目もりで，もっとたくさんの放送を聞きたい」と
いうBCLの熱意とメーカー各社の努力が，このようなすばらしいラジオを生み
だしたのです。
性能，機能，価格のどれを取っても，これほどすばらしいラジオが発売され
ているのは日本だけのことです。
もちろん音質，使いやすさ，持ち運びの便利さなどの，ラジオに要求される
基本的なことがらも，十分に検討されています。
■ SONY ICF–5900（価格 27,800円）
10kHzまで読めるダイヤルをそなえたラジオとして，日本で最初に発売され
たのが，この ICF–5900です。
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音質調整 VR

レバーを押すとポン
と飛び出すアンテナ

ダイヤルライ
ト・スイッチ

250kHzマーカ・スイッチ
チューニング・メータ

メイン・チュー
ニング・ツマミ

バンド切り替え

マーカは kHZ
ごとに出る

19=19,000kHz
19,250kHz
19,500kHz
19,750kHz

20=20,000kHz

BFOオン
・オフ

感度切
り替え

電源スイッチ
音量調整

短波バンドスプレッド目
盛りは 10kHzおき

①マーカ・スイッチをオン
②バンド・スプレッドを 0の位置にする
③メイン・チューニングでマーカ信号をさがす
④マーカ・スイッチをオフ
⑤直読開始：19,000kHzの場合はバンド・スプレッドの 0からはじまる一番上の数字
を読む。19,750kHz付近の放送局をさがすには，750からはじまる一番下の数字を
読む

発売は昨年（1975年）秋のことでしたが，このラジオを操作したBCLのベテ
ランたちは「これはラジオの革命だ」と，たいへんなおどろきと，喜びの声をあ
げたものです。
3,900kHz～10,000kHz，11,700kHz～20,000kHz，20,000kHz～28,000kHzの3バ
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ンドに短波は分けられており，250kHzおきに出るマーカ信号にメイン・ダイヤ
ルを合わせれば，バンド・スプレッド・ダイヤルで 10kHzの周波数読取りがで
きます。
10kHzおきの目盛の間隔は，かなり広くとってあるので，10

2
kHzまで知ること

が可能となっています。
発売以来，多くのBCLファンが愛用しているので，みなさんも一度は操作し
たことがあるでしょう。『ラジオと製作』などに発表されている放送局の周波数
と放送時間を調べてダイヤルをセットすれば，たちどころに目的の局を聞ける
新しいBCLフィーリングは圧倒的なBCLの支持を得てきました。
数字に弱い人には少々使いにくかった，周波数の計算も，新ダイヤル目盛の採
用で解消されました。250kHzおきのマーカ信号が基準になりますから，0，250，
500，750，の 4ポイントがバンド・スプレッド・ダイヤルの中心になります。
9,760kHzの場合は 9,750kHzのマーカ信号にダイヤルを合わせ，スプレッド・
ダイヤルを+側へ 1目盛動かせばピッタリです。11,920kHzに合わせるときは，
12,000kHzにメイン・ダイヤルを合わせて，スプレッド・ダイヤルは，−の方向
に 8目盛動かします。
アマチュア無線や電信を聞くためのBFOも付いていますが，本機では本格的
なプロダクト検波を使用しているため，ピッタリと合わせると，たいへんクリ
ヤーな音で受信ができます。
感度や安定度は申しぶんありません。強力な放送局や近所に送信所があると
発生する混変調には特によい性能を持っています。
もちろんFM，AMも楽しめます。アンテナはカメラのフィルム巻上げのよう
なレバーを操作するとポンと飛び出します。
外部アンテナ端子は　

うしろ
後　に付いています。

■東芝TRY–X2000（価格 28,900円）
アイデアをふんだんにもりこんだ直読ラジオがこのTRY–X2000です。
短波は 1,600kHz～4,500kHz，4,500kHz～13,000kHz，13,000kHz～30,000kHz

の 3バンドに分けられています。
周波数の読取りは，チューニング・ツマミのまわりにセットされたスプレッ
ド・ダイヤルを使います。このスプレッド・ダイヤルには，75，60，49，41，31，
25，19，16，13，11メータ・バンドの各放送帯が展開されています。
各バンドの周波数は，75，60メータ・バンドが 5kHzごとに，49～19メータ・
バンドは 10kHzごとに，16～11メータ・バンドは 20kHzごとに目盛られていて，
周波数がそのまま読めるようになっています。
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360度に曲げられるアンテナ

IFゲイン・ツマミ
感度を変えられる

短波用指針
メイン・ダイヤル
世界地図と時刻表
ミラーで正確な指針の位置を確認できる

マーカスイッチ

チューニング・メータ
DXローカル切り替え
チューニング・ツマミ
スプレッド・ダイヤル

バンド切り替えレバー
フィーリングはグー!

中波FM直
読用のダイ
ヤルアジャ
スト

ダイヤル・ライトスイッチ
電源スイッチ

BFOオンオフ・スイッチ
音量調節
音質調整

スピーカ

アンテナはここへ
スッポリおさまる

①チューニング・ダイヤルを回し目的の放送バンドのCAL（キャリブレート）ポイン
トにスプレッドダイヤルを合わせる

②マーカ・スイッチをオン
③チューニング・ツマミを回し，メイン・ダイヤルの放送バンド内でマーカ信号をさ
ぐる

④マーカ・スイッチをオフ
⑤直読開始:スプレッド。ダイヤル上の数字を読む

マーカ信号は，1,000kHzごとに出ます。各放送バンドのキャリブレート（較
正）周波数は，ダイヤル上に赤で示されています。その付近に合わせてキャル・
スイッチをオンにすると，メイン・ダイヤルだけが動いてキャリブレート信号
を簡単に見つけだすことができます。
この他に，本機の大きな特徴は，中波，FMの周波数が直読できる点です。「イ
ヤおもしろい。ゆうべは午前 3時まで中波局を追いかけてしまったよ」と，おな
じみ編集長が，寝不足の赤い目をこすりながら，3枚のログ用紙にビッシリ書き
込まれた受信データ持って出社してきたこともあるほどです。
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実際の操作はカンタンです。まず，周波数のわかっている地元の放送局を見つ
け，正確に同調させます。中波の場合はBFOをオンにしてゼロビート・チュー
ニングをすれば万全です。
強すぎるときは IF GAIN（感度調節）ツマミを使って，ビート音が確認でき
るように感度を下げてやります。
つぎにメイン・ダイヤルを見ます。中波は 20kHz，FMは 200kHzごとに目盛
られていますから，正しい周波数に指針がくるようにDIAL ADJUST（ダイヤ
ル較正）ツマミをまわし，各ツマミをふつうの状態にもどせばOKです。
全バンドの中で，3個所ぐらい較正ポイントがあれば，バッチリと周波数が読
めます。
中波の国内放送局は 10kHzおきに，FM放送は 100kHzおきにならんでいます
から，放送局ごとにダイヤル較正をしていけば，より正確なバンド調査が可能
です。
FM放送では，土曜日の午後になるとNHKでも各局が独自の番組を流してい
ます。それぞれに特徴があってなかなか楽しいものですが，FM周波数直読の本
機なら局名や周波数を確認しながらの FMリスニングが味わえます。
■松下電器RF–2200（価格 34,800円）
「ラジオもここまできたか」という感想が，BC Lだけでなく，アマチュア無
線家にもささやかれているのが本機RF–2200です。
短波を 4,000kHzごとに 6バンドに分け，3,900→ 8,000→ 12,000→ 16,000→

20,000→ 24,000→ 28,000kHzをカバーしています。
もちろん 10kHz直読のダイヤルが装備されています。目盛の間隔は約 2mmあ
りますから，5kHzまでの直読が可能です。
500kHzと 1

4
の125kHzのマーカが付いており，FASTとSLOW切替えのチュー

ニング・ツマミの上に出る 1回転 1000kHzのスプレッド・ダイヤルを正確に較
正できます。
ダイヤルを見て気付いた人もいるでしょうが，本機は周波数の広がりが，ど
のバンドでも同じです。また，どのバンド内でも目盛は等間隔でならんでいま
す。
これも本機の大きな特徴です。これまでは本格的な通信型受信機だけが，周
波数等間隔のダイヤル機構をそなえていたのです。アマチュア無線家がビック
リしたのもなるほどとうなずけます。
おかげで，周波数の高いバンドでも，低いバンドでも選局フィーリングはまっ
たく同じです。
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電源ス
イッチ

BFOスイッチ

ダイヤル・ラ
イトスイッチ

チューニング・メータ

ジャイロ
アンテナ

スプレッド
　　ダイヤル

メインダイヤル
独立の短波バンド
切り替えスイッチ

7 段ロッド
アンテナ

FM・短波・中波メインバ
ンド切り替えスイッチ

チューニングスピー
ド切り替えスイッチ

イヤホン
ポケット

チューニン
グ・ツマミ

500kHz
マーカ・
スイッチ

音質調整

125kHzマーカ・スイッチ

音量調節

選択度切り替
えスイッチ

スピーカ

バンド
表示

①チューニング・ツマミをスプレッド・ダイヤル上の 0か 500にセットする
②500kHzマーカ・スイッチをオン
③チューニング・ツマミを回してマーカ信号をさぐりあて，合わせる
④マーカ・スイッチをオフ
⑤直読開始:マーカは，500kHzおきに出るので 500kHzと 1000kHzをとり違えないよ
うに注意。あとはメイン・ダイヤルと見くらべながら楽々読み取れる

本格的な SSB，電信複調ができるプロダクト検波回路，選択度WIDE（広）・
NARROW（狭）切替え，感度調節ができるRF GAINツマミ，中波DXに威力
を発揮するおなじみのジャイロ・アンテナなど，受信メカはふんだんに準備さ
れています。
バンド切替えスイッチはFM，短波，中波を切替えるメイン・スイッチと，短
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波 6バンドを切替える短波専用のスイッチの二つに分けられています。メイン・
ダイヤルは，中央が短波用，左が FM用，右が中波用に使われ，それぞれのバ
ンドの下にある窓が受信中のところだけ赤くなるようになっています。
バンド数は合計 8バンドにもなりますが，まごつくこともなく，確実にバン
ド・セッティングをすることができます。
おなじみのジャイロ・アンテナは，中波DXに活用できます。目的の放送局が
もっとも良好に入感する方向へ合わせるのはふつうの使いかたですが，混信し
ている放送局が弱くなるように使うととても効果的です。
放送を受信するときに，ラジオを上手に使いこなすには，いくつかの方法が
ありますが，ただやみくもに感度を上げるだけが最良の方法ではないのです。
このジャイロ・アンテナの使いかたのように，感度を下げるというテクニッ
クをぜひ身につけてほしいものです。
本機にもそなえられているRF GAINコントロールを利用して，ラジオ全体の
感度を必要最少限にまで落とし，強力局の妨害からのがれたり，チューニング・
メータが振りきれてしまうほど強い放送局ピッタリにチューニングを合わせる
ことなどがよい例です。
音質調整も見のがせません。BCL受信テクニックから見ると，ビート妨害や，
ノイズからのがれるために活用できます。楽になった選局のおかげで，さまざ
まなラジオの操作をするチャンスも多くなりました。宝のもちぐされにならな
い. ようにガンバリましょう。

コミュニケーション・レシーバ型
ドレークの “SSR–1”，八重洲無線の “FRG–7”，トリオの “R–300”，ケンテッ
クの “BCL–1”が現在発売されています。
この型の特徴は，通信型受信機と同じようにケースやシャーシに金属を使っ
ている点と，送信機などと組合わせて使うときに必要な送受切替え用の回路が
付いていることです。
このために，電波の入口は，アンテナ端子以外にはありません。アンテナを
つながないと，放送を聞けない構造になっているのです。
もちろん，これにはわけがあります。通信型の受信機は送信機と組合わせて
使われることが多くあります。すぐお隣りに，大出力の送信機が並べられるこ
とさえあります。
もし，受信機が電波を通さない金属でしっかりと包まれていなかったらたい
へんです。回路のあらゆるところへ強力な電波が飛び込んで，他の電波をつか
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まえることができなくなってしまいますし，高感度の回路をこわしてしまうこ
ともあります。
コミュニケーション・レシーバは，もちろん通信機なみの性能をそなえてい
ます。また，構造の点からも，通信機と同じように送信機と組合わせられるよ
うに作られているのです。
将来，みなさんがアマチュア無線の免許を受けて開局したときにも，コミュ
ニケーション・レシーバなら，シャック（無線室）で十分な性能を発揮してくれ
ます。
■ケンテックBCL–1（価格 43,800円）
170kHzから 30,000kHzまでを 6バンドでカバーしているコミュニケーション・
レシーバです。
長波（10kHzごと），中波（20kHzごと），1,250kHz～3,500kHz（50kHzごと）
は，メイン・ダイヤルで周波数を読み，それ以上のバンドは，500kHzのマーカ
信号でチューニング・ツマミを較正すればスプレッド・ダイヤルで 5kHzの目盛
合わせができます。
ダイヤル・ツマミは内側がメイン，外側がスプレッド・ダイヤルという同軸構
造になっています。
500kHzのマーカをオンにしてメイン・チューニング・ツマミでゼロビート・
チューニングしてやると，スプレッド・ダイヤルがどの位置でも完全に合わせ
られる新機構が使われています。
7,150kHzに合わせようという場合は，外側のスプレッド・ダイヤルを 150のと
ころに合わせ，マーカ・スイッチをオンにしてメイン・チューニングで 7000kHz

のマーカ信号をさぐります。ピッタリに合ったところでマーカ・スイッチを切
ると 7,150kHzピタリが受信できます。1200～1300の時間ならラジオ韓国の日本
語放送がバッチリ入感するはずです。
本機にはノイズ（雑音）をカットするNOIS BLANKER（ノイズ・ブランカ）
が組込まれています。この回路はノイズが入っている瞬間だけ受信動作を停止
させるもので，音を歪ませずにあの耳ざわりなノイズを消してしまいます。ノ
イズカット・レベル調整もできますから，最良の状態で放送が楽しめます。
自動車やオートバイのエンジンから発生するイグニッション・ノイズや，夏
の夕方になると間こえる雷から発生するノイズなどには，みごとな切れ味を示
します。
この他に，ピッチ・コントロールのできるBFOとクリヤーな復調ができるプ
ロダクト検波回路，50kHzのマーカ，選択度切替え，HFゲイン・コントロール，
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電源スイッチ
チューニング・メータ

BFOピッチ
コントロール

AM/SSB・CW

切り替えスイッチ

ノイズ・
ブランカ

ノイズ・ブラ
ンカ・レベル

ヘッドホン
ジャック

レコーディン
グ・ジャック 選択度切り替え

マーカ・スイッチ

トラッキン
グ・ツマミ

RFゲイン
コントロール

音量調節

①マーカ・スイッチを 500kHz側にオン
②メイン・チューニング・ツマミを回して，目的周波数に近い目盛付近をさぐり，マー
カ信号に合わせる

③マーカ・スイッチをオフ
④直読開始:500kHzと 1,000kHzを取り違えないように，メイン・ダイヤルを見なが
ら周波数を合わせる

最高感度を微調できるTRACKING（トラッキング）ツマミなどの機能をそなえ
ています。
また，手持ちのカセット・テープレコーダと組合わせてワンタッチで録音・再
生ができるモニター・スイッチが装備されているため，オーディオ機器とのシ
ステム化ができます。
スピーカは正面右下にあります。
■トリオR–300（価格 49,800円）
チューニング・ツマミ，バンド・スプレッドをグーンといきおいよく回すと，
つぎつぎに電波が聞こえてきます。フライ・ホイール（はずみ車）をそなえた
R-300のダイヤルは，独特のチューニング・フィーリングを持っています。
170kHz～410kHzの長波，525kHz～1,250kHzの中波と，1,250→3,000→7,500

→ 18,000→ 30,000kHzの 4バンドに分けられた短波をカバーしています。
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シグナル・メータ

マーカ・
スイッチ

メイン・チューニ
ング・ダイヤル

メイン・チュー
ニング・ツマミ

モード切替
スイッチ

ANL （ノイ
ズ・リミッタ）

トーン・セレクト
　　　　スイッチ
選択度切替
　　スイッチ

RFゲイン
　　コントロール

ダイヤル
ライト
スイッチ

電源ス
イッチ

ヘッドホン
ジャック

レコーディング端子

BFOピッチツマミ

スプレッド
ダイヤル スプレッド

チューニング
ツマミ

バンド切替
スイッチ

アンテナ
トリマー

AFゲイン

①バンド・スプレッド・ダイヤルの▲マークに合わせる
②マーカ・スイッチをオン
③メイン・ダイヤル上の目的の放送バンドをメイン・チューニングでさぐり，マーカ
信号に合わせる

④マーカ・スイッチをオフ
⑤直読開始
周波数読取りは，メイン・ダイヤルと，別に展開されているスプレッド・ダイ
ヤル上の二とおりの方法で行ないます。
スプレッド・ダイヤルには75，60，49，41，31，25，19，16，13，11メータ・
バンドの各放送帯がスケールいっぱいに目盛られ，そのままの周波数が表示さ
れています。
周波数合わせは，バンド・スプレッド・ダイヤルの目盛に表示されている▲
マークをセンターの赤い指針に合わせ，メイン・ダイヤル上の放送バンドを示
す太線を探ります。500kHzのマーカをオンにすると信号がどこかでつかまえら
れるはずです。それでOK。バンド・スプレッド・ダイヤルが表示している周波
数が直読となります。
13メータ・バンドでは約 50kHzおきに目盛られていますが，間隔は約 7mm，
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とかなり広くなっています。他のバンドでも同様ですが，スプレッド・ダイヤ
ルの下端にある 100分割の目盛りを利用すると，さらに細かい周波数の読取り
が可能です。
また，市販のマーカを利用して，10kHzくらいの信号を出して読取る方法も

R–300愛用者の問では行なわれています。
バンド・スプレッド・ツマミの回転と同調のスピードの比が大きいので，選局
は楽です。
9R–59など，入門機の流れをくむ製品だけに使いこなしかた次第では，すば
らしい性能を発揮してくれる可能性を秘めたレシーバといえましょう。
本機のダイヤルには，ドラム・ダイヤルが使われています。ダイヤルにはラ
ジオで使われているフィルム型式，コミュニケーション・レシーバや通信型の受
信機に使われている円板方式のものなどがありますが，一般のラジオでは，ダ
イヤル目盛が固定式で，指針が動くのが普通です。
できるだけ周波数を細かく表示するために，BCL向けのラジオやコミュニケー
ション・レシーバではダイヤルのほうが動くようになっているのも大きな特徴
でしょう。
ANT TRIM（アンテナ・トリマー）というツマミがありますが，これは，受
信機のトップにあるアンテナ回路の同調を完全にとるために使われます。
同一バンド内でもアンテナの種類が変わったり周波数を低いところから高い
ところに移したりすると，特にアンテナ回路では同調がわずかにズレることが
あります。
常に最高の状態で電波をキャッチしたいBCLなら，わずかではあっても，同
調ズレのために感度が下がるのは気になるものです。
それをカバーするのがこのアンテナ・トリマーです。使いかたは，シグナル・
メ一タを見て，受信信号が最高になるようにします。
本機には，その他に受信モード（変調）を切替えるモード・スイッチ，ノイズ
をおさえるANL（ノイズ・リミッタ），音質を選ぶTONE SELEC（トーン・セ
レクト），ピッチを変えることのできるBFOピッチ・コントロールなどの操作
ツマミが用意されています。
なお，中央にはチューニング・ツマミが，右側には受信中に使われることの
多いツマミやスイッチ類がまとめられていて，操作性にも注意がはらわれてい
ます。
スピーカは左側面にあります。
■八重洲無線FRG–7（価格 59,000円）



13プリセレクタ
ダイヤル

プリセ
レクタ

MHzダ
イヤル

指針セットMHzチューニ
ング・ツマミ

ロック
ランプ

シグナル
メータ スピーカ

バンド
スイッチ アッテネータ切替音質

切替

kHzチュ
ーニング
ツマミ

kHzダイヤル
音量調節

モード切替

ダイヤル
ライト
スイッチ

電源ス
イッチ

ヘッドホ
ン端子
レコーディ
ング端子

①MHzダイヤルをセットし，ロック・ランプが消えたことを確認する
②バンド・スイッチが目的周波数にセットされていることを確認に，プリセレクタを
合わせる

③直読開始

500kHzから 30,000kHzまでをフル・カバーするコミュニケーション・レシー
バです。すべてのバンドで 10kHzの周波数読取り性能があります。
ダイヤルはMHz(1,000kHz)セッティングと kHz用の二つがあり，両方を操作
します。
11,810kHzを聞くときは，MHzダイヤルを 11MHzのところに合わせ，赤く
ともっている Lockランプが消えたところで止めます。これで 11,000kHzから
12000kHzまでの間を kHzダイヤルの操作で受信できることになります。
そこで kHzダイヤルを回し，810のところへ合わせればピタリ 11,810kHzで
す。
MHzダイヤルの左側にあるツマミは，PRESELECTで，最高感度のところを
さがして合わせます。その下は，四つに分けたバンド・セレクタで，受信バン
ドが含まれてしるところへ合わせておきます。
アンテナ端子は裏側にありますが，中波用と短波用が別々に分かれています。
ふつうは，端子どうしをつないでおけば十分ですが，中波用のル一プ・アンテ
ナと，短波用の八木アンテナとを使い分けるようなベテランBCLには，たいへ
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んありがたい配慮といえましょう。
その他には強力な放送局による影響をおさえ，弱い信号をうまく拾いあげる
ことのできる 3段切替えのATT（アッテネータ），高音カット，低音カットので
きるトーン切替え，レコーディング用端子，ANL（ノイズ・りミッタ）なども
装備されています。
モード切替えスイッチには，USB・CW，LSB，AM，AM/ANLという四つ
の表示があります。このうちAMというのはふつうの放送の変調，AM/ANLと
いうのはAMを受信しているときにANL（ノイズ・リミッタ）が働くというこ
とをあらわしています。
CWというのは電信のことです。
アマチュア無線にくわしい人なら知っていることでしょうが，USB，LSBと
いうのは SSBのことです。
短波帯のアマチュア無線の電話方式の交信は，ほとんどすべて SSBという変
調で行なわれています。AMの状態で聞くとモガモガいって，さっぱり内容のわ
からない電波です。
みなさんも，一度は聞いたことかあるでしょうが，BFOを使うと複調できま
す。
SSBはシングル・サイド・バンドを略したことばです。片側の側波帯という
意味ですが，AM には，キャリヤ（電波）の両側に音声の成分が二つ対称に出
ています。その上側だけを使っているのがUSBアッパー・サイド・バンド，つ
まり上側波帯とよばれ，下側を使っている LSBロワー・サイド・バンドは下側
波帯といわれているのです。
この 2種類のSSBがあるのですが，7MHz帯から下のアマチュア無線ではLSB

が，14MHz帯から上のアマチュア無線ではUSBが使われています。
3.5MHz，7MHz帯を聞くときは LSBに，14MHz，21MHz，28MHz帯を聞く
ときはUSBに合わせておきます。
BCL用ラジオでは，USB，LSBの切替えは使っていません。BFO信号は一定
で，チューニング操作で複調させています。コミュニケーション・レシーバは，
すべてこの切替えがそなえられていて，BFOはUSB用と LSB用の 2種類の信
号を発生するか，ツマミで周波数を変化させてやるようにしています。
SSBは公益無線局などにも使われています。
八重洲無線は，アマチュア無線用通信機専門のメーカーです。FRG–7のほか，

BCLあこがれの受信機 FR–101Dデジタルも同社の製品です。
この受信機は，周波数が文字で表示されるというすばらしいものですが，FRG–
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パイロット
ランプ

ロッド
アンテナ

シグナル・メータ
プリセレクタ・ツマミ

MHzダイヤル
kHzダイヤル

ヘッドホン
端子

スピーカ

MHzチューニング・ツマミ

音量調節

バンド切替
スイッチ

モード切替
スイッチ

kHzチューニ
ング・ツマミ

クラリファイ・ツマミ

①バンド切替スイッチを目的周波数を含むところへセット
②MHzチューニングをセット
③kHzチューニングをセット
④直読開始:プリセレクタで最高感度に合わせる

7にも，ダイヤル・メカなどに，高級通信機のイメージをしのばせるものがあり
ます。
なお，スピーカは前面右側にあり，周波数関係の操作部分は中央から左寄り
に配置されたバネルデザインになっています。
■ドレーク SSR–1（価格 69,500円）
150kHz～30,000kHzまで 1kHzの読取りができる SPR–4や，デジタル表示の
高級受信機DSR–2などを発売し，地元の米国はもとより，世界中のBCLや，ア
マチュア無線家に定評のあるドレーク社が，コミュニケーション・レシーバと
して他社に先がけて昨年（1975年）8月に発売したのが，この SSR–1です。
500kHz～30,000kHzまで10kHz目盛で読取ることのできるダイヤル機構と，シ
ンプルなデザインながらも，BCLが要求する機能を十分にそなえた本機は，た
ちまちのうちに多くのファンをつかみ，コミュニケーション・レシーバの代表
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機としての地位をつかんでしまいました。
通信型受信機としての性能を持ちながら，シンプルで明るいデザインのパネ
ル面，また，ロッド・アンテナが付属し，重さも 6.4kgと軽量で，手軽に海外放
送を楽しめる点がおおいにアッピールしたのでしょう。
周波数読取りダイヤルは，2枚の円板が使われ二重になっています。内側は

MHzダイヤル，外側の大きいほうが 10kHzおきに目盛られた kHzダイヤルで，
指針のところに目をやれば，簡単に受信周波数を確認することができます。
10kHzの目盛りの中央を読めば，5kHzまでの周波数は確認できます。
直読操作はまずバンド切替えスイッチを希望周波数の含まれているところヘ
セットし，MHzチューニング・ツマミでMHz台を合わせます。
ピッタリのところでスピーカからは信号やノイズが聞かれますから，こんど
は kHz単位 kHzダイヤルを合わせればおしまい。あとはプリセレクタ・ツマミ
を回して最高の感度で聞こえるようにしてやります。
もちろん，AM，USB，LSB，CWが複調できますから，放送だけでなく，ア
マチュア無線や公益通信を聞くことができます。
CLARIFY（クラリファイ）ツマミが本機には付いていますが，これは周波数
の微調整をするためのツマミです。特に SSBでは，初心者がチュ一ニングをす
ると，モゴモゴいったりキンキンしたり，なかなか自然な音声に複調させるこ
とはできませんが，このツマミを使えばバッチリです。
スピーカは前面左側にセットされています。ヘッドホン端子はそのすぐ左下
にあります。
同じく後側にはDX・ローカルを切替えるスイッチがもうけられています。使
いかたは，他機種のRFゲイン・コントロールなどとまったく同様です。

直読ラジオを生かすのはキミのウデ！
本格的な通信型受信機では，1kHz以下の周波数まで読取ることのできるもの
が一般に使われています。BCL用のラジオでも，このくらいの精度があれば，そ
れにこしたことはありませんが，使いやすさの点からいえば，現在の 5kHzぐら
いがちょうどよいところでしょう。
もっとも，昭和 53年 11月に予定されている，中波放送バンドのチャンネル移
行が行なわれると，これまでのように 5kHzとか 10kHzのように，きりのよい周
波数で放送局がならばなくなってしまいます。
999kHzとか 1341kHzとか 1107kHzなどのハンパな数字がでてきます。
こうなると，やはり 1kHzまで読取りのできるラジオが必要になってくるはず
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です。
読取りも，数字で直接読めるデジタル式のものが登場してくるでしょう。メー
カーの技術者のみなさんのお話をうかがうと「技術的には可能だが，専用の IC

の開発が問題です。価格的にずいぶん高いものになってしまうので……」との
ことです。
もう一つ，デジタル式にすると電気をたくさん消費するので，電池を使うポー
タブル・ラジオでは，なかなかむずかしい点があるそうです。
しかし，これも「時間と，BCLのみなさんの熱意しだいです」ということで
すから，チューニング・ツマミを回して，電卓のように，ダイヤルに出てくる
数字を目的の放送局が使用している周波数に合わせさえすれば，バッチリとい
うラジオが，入手しやすい価格でここ数年のうちに登場するでしょう。
「デジタル・ラジオどころじゃない! ボクは普通のラジオでBCLを楽しんで
いるんだゾ!」という人もたくさんいるはずです。たしかに周波数は読めないし，
選局にも苦労しますが，今一生懸命に努力していることが，テクニックとして
身に付いているのです。これが直読ラジオを入手したときに大きな差となって
きます。
チューニングをするときの指先の動き，混信している放送を聞き分ける耳，イ
ンターバル・シグナルを聞いて放送局名を確認する知識，アナウンスのことば
の調子から何語かを知る語学力などは，どんなすばらしい性能のラジオを持っ
ていても，それだけでは自分のものとなりません。
直読ラジオは，すばらしい性能のものばかりではありますが，十分に使いこ
なすことのできる BCLや，使いこなす意欲のある BCLの手にあってこそ，本
当に生きてくるのです。

この PDFは，
『ラジオの製作』1976年 8月号

をもとに作成した。
ラジオ関係の古典的な書籍及び雑誌のいくつかを
ラジオ温故知新
http://fomalhaut.web.infoseek.co.jp/index.html

に、
ラジオの回路図を
ラジオ回路図博物館
http://fomalhaut.web.infoseek.co.jp/radio/radio-circuit.html

に収録してある。参考にしてほしい。

http://fomalhaut.web.infoseek.co.jp/index.html
http://fomalhaut.web.infoseek.co.jp/radio/radio-circuit.html

